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*第 1回志布志市

ボランティアまつり開催 !………………

*赤 い羽根共同募金が始まります………………

*金 婚式 。ひとり金婚式について………………

*寝 具洗濯乾燥消毒サービスについて

*赤 十字奉仕団 ら、れあい健康安全教室開催 !

沐
この螂 調 よ 赤い羽麒 鴫 金硼 分割 こより難 子されてい凱

共同募金運動月間
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覇黙ランサィ仄秋゛疵

チャリティバザーも開きました !
警β

志布志町ボランティアによる
絵本の読み聞かせコーナー

絵本の読み聞かせ活動の事例発表を
される本村多可子さん

八
月
二
十
六
日

（土
）
、
第

一
回
志
布
志
市
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ま
つ
り
が
松
山
町
や
っ
ち
く
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
志
布
志
市
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
踊
り
や
ダ
ン
ス
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
活
動
の
事
例
発
表
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、

三ヽ
百
三
サ
ロ
ン
、
非
常
食
炊
き
出
し
体
験
、
手
芸
品

展
示
な
ど
盛
り
沢
山
の
内
容
で
し
た
。
参
加
者
数
三

〇
〇
名
超
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
年

も
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

有明町ボランティアによる
チャレンジコーナー

松山町ボランティアによる
おりがみ遊びコーナー

有明町ボランティアと田淵司さんによる
歌とリズム体操 !会場の皆さんと一緒に!

さわやかグループによる踊り披露 !

SYBダンスカンパニーによるダンス披露|

手芸品展示 ! 健康相談 (血圧測定)と
介護相談の様子

エプロンシアターのコーナー
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第1口褥穆鰈颯

閉会のあいさつをされる
馬場興市ボランティア

運営委員長

【漱姉淋姉イアまつりの趣旨】

今
日
、
少
子

・
高
齢
化
が
ま
す
ま
す

進
展
す
る
中
、
住
民
の
生
活
水
準
の
向

上
や
家
庭
機
能

。
地
域
社
会
の
変
化
等

社
会
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
福
祉
ニ
ー

ズ
は
増
大
し
、
そ
の
内
容
も
多
種

・
多

様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
よ
り
公
的
制
度

に
併
せ
て
、
地
域
住
民
の
自
主
的
な
助

け
合
い
等
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意

義
も
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
地
域
で
は
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
展

開
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
後
更
に

地
域
福
祉
の
推
進
の
た
め
に
重
要
な
役

割
を
担

っ
て
お
り
、
さ
ら
な
る
活
動
の

振
興
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
み
ん
な
が

一

緒
に
元
気
に
楽
し
く
幸
せ
に
暮
ら
し
て

い
く
た
め
に
自
分
に
で
き
る
こ
と
で

「い
つ
で
も
　
ど
こ
で
も
　
誰
で
も

気
軽
に
　
楽
し
く
」
参
加
で
き
る
活
動

で
す
。

そ
こ
で
、
自
分
が
身
近
に
で
き
る
こ

と
、
楽
し
む
こ
と
か
ら
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
で
す
。

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
は
、
住

民
の
方
々
に
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
啓
発
し
、
さ
ら
に

「福
祉

。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ま
ち
」
を
め
ざ
し
て
開

催
す
る
も
の
で
す
。

祝辞を述べられる
本田修―志布志市長

″ ~~~~~~~~~―
― ― ― ― ― ― ― ― … … … ― ― ― ― ― … 、

:
0
|
!
0
1

揚〉運 動 月 間 くは
平成 18年 10月1日

t
平成18年12月31日

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
月
間

ヽ _________―
― “ ― ― "“

い
― ― ― “ ― ― ― ― ― ―

‐

饉様のご協力お願い致します|

志布志市目標額
‐
7り784り 000円

今年もやっちく秋の陣まつりにて募金活動をし
ます。(松山中学生によるボランティアの様子)
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志
布
志
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
主
催
に
よ
り
、

結
婚
五
十
周
年
を
迎
え

ら
れ
た
方
々
の
ね
ぎ
ら

い
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

し
た
。

日
程
は
次
の
と
お
り

で
す
。

薇
金
婚
式

十
月
二
十
六
日
（木
）

ボ
ル
ベ
リ
ア
ダ
グ
リ

（士
心
士仰
士
心
）

鯰
ひ
と
り
金
婚
式

十

一
月
十
六
日
（木
）

蓬
の
郷

（有
明
）

金
継
翌
頭
に
つ
い
て

者婚金 ひとり金婚者

昭和31年1月1日～12月31日までの間に婚 1 昭和31年1月1日～12月31日までの間に婚

姻され、50年 目の方々で、夫婦とも健在の 1姻され、50年目の方々で、配偶者が不幸にも

1亡くなられたお一人の方が該当します。方々が該当します。

再婚された方は、再婚してからの年数にな

り、通年の年数ではありません。

※ただし、昨年度までの該当者 (昭和30年以前婚姻)で 届出されなかった方も含みます
i……1

【対
象
者
】

鬱
寝
具
の
衛
生
管
理
が

困
難
な
六
十
五
歳
以

上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

及
び
高
齢
者
の
み
の

世
帯

醸
老
衰
、
心
身
の
障
害

及
び
疾
病
等
の
理
由

に
よ
り
臥
床
し
て
い

る
六
十
五
歳
以
上
高

齢
者

鰺
重
度
の
身

体
障
害

（
一
種
）
の
た
め
に
臥

床
し
て
い
る
身
体
障

害
者
（児
）

対
象
者
は
、　
一
人
三

枚
ま
で
の
寝
具
を
申
請

で
き
ま
す
。

※
年
二
回
実
施

八
月

一
日

（火
）
、
志
布
志
健
康

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
に
て
、
志
布
志

地
区
赤
十
字
奉
仕
団
ふ
れ
あ
い
健

康
安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
赤
十
字
に
対
す

る
理
解
、
赤
十
字
奉
仕
団
の
育
成
、

高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
地
域
住

民
の
健
康

・
安
全
の
保
持
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
日
本
赤
十
字
社
の
方

が
講
習
を
し
て
下
さ
り
、
参
加
者

五
十
六
名
は
真
剣
に
講
習
を
受
け

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

●赤十字奉仕団ふれあい健康安全教室開催 ●

●
研
修
内
容

①
非
常
時
の
炊
き
出
し
訓
練

②
ビ
デ
オ
鑑
賞

〃赤
十
字
こ
の

一
年
″

③
救
急
法
講
習

（包
帯
の
ま
き
か
た
等
）

④
動
脈
硬
化
検
診

実施者数
(人)

寝具
枚数

有 明 町 34 95

志布志町 13 36

松 山 町 54 154

計 101 285

三角巾を使って、応急手当お米を入れる袋はハイゼックスといいます。

炊き出し訓練の様子です。動脈硬化についての説明も受けました。
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バランスを崩さ

ないようにゆっ

くりしましょう

応、くらはぎの力が

よく抜けるように

即題 ■
°
すよ～ どしどしご応募下さい.

友人同士のA君 とB君 は同じ野球部で共に汗を流す中学生です。

部活の終わった土曜の午後に遊ぶ約束をした 2人 は、待ち合わせ場所をそれぞれの

住む家から距離的にちょうど同じ場所にしました。 2人 は同時に家を出たのにA君

の方が早く着きました。それはなぜでしょうか?

★ 2人 の家は同じ―直線上の道路沿いにあり、同じ自転車に乗つており、とくに急
いではいませんでした。

【前回の答 】

オa談由なその篠らは承争します。ぜレに、ぉ処 tTさ い。
なおォa談4は 項きません。

続
け
る
こ
と
が

六
胡
で
す
Ｉ

貯
め
て
元
気
！
貯
筋

「ね
ら
い
と
効
き
目
」

足
首
の
や
わ
ら
か
さ
を
保

ち
、
ふ
く
ら
は
ぎ
の
ス
ト
レ
ッ

チ
に
も
な
り
、
血
行
を
よ
く

し
ま
す

①
足
を
前
後
に
広
め
に
開
い

て
立
ち
ま
し
よ
う
。

②
後
ろ
の
足
の
か
か
と
ま
で

床
に
つ
け
た
ま
ま
、
前
の
膝

を
少
し
曲
げ
な
が
ら
ふ
＜

ら
は
ぎ
を
伸
ば
し
ま
す
。

③
そ
の
ま
ま
の
姿
勢
で
５
を

数
え
ま
し
よ
う
。

④
足
を
替
え
て
①
～
③
の
動

作
を
繰
り
返
し
ま
し
よ
う
。

「
ね
ら
い
と
効
き
目
」

足
の
疲
れ
を
除
き
ま
す
。

①
膝
を
立
て
て
座
り
ま
す
。

②
ふ
＜
ら
は
ぎ
を
、
こ
ざ
し

で
軽
＜
た
た
き
ま
す
。

③
ま
ん
べ
ん
な
＜
パ

ッ
テ
ィ

ン
グ
を
し
ま
す
。

④
足
を
替
え
て
、
こ
の
動
作

を
繰
り
返
し
ま
し
よ
う
。

あ
わ
せ
て
、
足
の
裏
の

指
圧
を
す
れ
ば
、
い

っ
そ

う
疲
れ
を
除
い
て
、
気
分

爽
快
―

〃答
え
て
当
て
よ
う
〃

ク
写
蜃

志布志本所
(志布志健康ふれあいプラザ)
相談日は毎週水曜日

受付時間 10

松山支所
(志布志市老人福祉センター)
相談日は第1、3火曜日

シ
リ
ー
ズ

血
れ
あ
嶼

有 明支所 徳布志市市民センター)
相談日は毎月5日 ・20日
(※11月は6日 ・20日)

:00～ 15:00 ※4月より受付時間が統一されました

クイズの答えと住所 ・氏名 ・年齢をハガキにご記入の上、志

布志市社会福祉協議会 「クイズ応、れあい」係までご応募下さい。

抽選で5名の方に賞品 (図書カー ド)をプレゼント致します。な

お、抽選結果は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

締め切りは平成18年10月27日 (金)の 消印有効です。

-5-



七
月
三
十

一
日

（月
）
、
志
布
志
市
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、
志
布
志
市
社
会

福
祉
協
議
会
と
し
て
、
第

一
回
目
の

「教
職

員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」
が
開
催
さ
れ
、
市

内
の
小
中
学
校
二
十
五
校
か
ら

四
十
二
名
の
先
生
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

講
義
内
容
と
し
ま
し
て
、
日

本
赤
十
字
社
鹿
児
島
県
支
部
職

員
に
よ
る

「身
近
な
も
の
で
の
応

急
手
当
」
や
、
志
布
志
小
学
校
の

榎
本
明
彦
教
諭
に
よ
る
「学
校
の

ボ
ラ
ン
ア
ィ
ア
活
動
」
の
事
例
発

表
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ふ
れ
あ
い
館
の
原

田

明
氏
に
よ
る

「施
設
か
ら
見
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
」
の
講
話
や
、
ア
イ
マ
ス
ク
や

車
イ
ス
を
使
っ
て
の
障
害
者
や
高
齢
者
疑
似

体
験
も
挑
戦
さ
れ
ま
し
た
。
。

最
後
に
、
霧
島
市
の
池
江
勝
子
さ
ん
の
指

導
で
リ
ズ
ム
体
操
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
先
生
方
か
ら
は

「ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
対
す
る
見
方
、
考
え
方
、
姿
勢
が

少
し
変
わ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
」

「相
手

を
思
い
や
る
心
や
障
害
者
の
気
持
ち
を
少

し
で
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
」
と
感
想
を

寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
講
座
を
通
じ
て
、
先
生
方
か
ら
子
供

達
へ
福
祉
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
リ
レ
ー
が
で

き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

八
月
二
十
二
日

（火
）
、
伊
集
院
町
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
委
員
十
名

（内
社
協
職

員
三
名
）
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座
の
受

講
生
二
十

一
名
と
実
習
生
三
名
、
計
三
十

四
名
の
方
々
が
有
明
支
所
に
視
察
研
修
と

し
て
来
所
さ
れ
ま
し
た
。

志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会
概
要
説
明

を
受
け
た
後
、
有
明
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ

「ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
か
よ
し
」
と

の
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

双
方
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
考
え

方
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ

れ
、
来
所
さ
れ
た
方
々
も

「内
容
の
充
実
し

た
研
修
で
良
か
っ
た
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

～ボランティアセンター便り～

次は学餃て、子ども達と

「ボランティアながよし」の
曇長 春田良子さん

三角巾を使つて応急手当劃1練!尋F常時に備えた、蠍き出し割1練

「これは六変」と改めて認識

説明に聞き入る皆さん

活発な意見交換がなされました
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鰤瘍穆餡櫃饒

「大変だつたけど楽し
がつたです。」

サ
マ
ー
ボ
弓
＞
テ
ィ
ア

（松
山
中
学
校

福
祉
施
設
体
験
学
習
）

七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
の

「ボ
ラ
ン
ア
ィ
ア
月
間
」
に
児
童

・

生
徒
が
社
会
福
祉
へ
の
理
解
と

関
心
を
深
め

「思
い
や
り
の
どヽ

を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
中

学
校
と
松
山
町
内
福
祉
施
設
の

協
力
の
も
と
、
八
月
二
日
か
ら

四
日
に
か
け
て
十
三
名
の
生
徒

が

「養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
け
ぼ
の

園
」
で
、
八
月
七
日
に
、
四
名
の

生
徒
が
「特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

や
っ
ち
く
」
で
、
合
計
十
七
名
の

松
山
中
学
校
生
徒
が

一
日
体
験

学
習
を
し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
入
所
者
と
の
交
流
や
介
助

体
験
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、
困
っ
て
い
る
人
を

気
づ
か
う

「思
い
や
り
の
心
」
が
育
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

ま
た
、
街
の
中
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
公
共

の
場
に
あ
る
車
い
す
な
ど
、
今
ま
で
見
過
ご

し
て
い
た
事
の
発
見
に
も
つ
な
が
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

最
後
に
、
サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施

す
る
に
あ
た
り
、
松
山
中
学
校
と
各
施
設
長

を
は
じ
め
、
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
し
た
職
員

の
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

介助の他に

洗濯 。清掃七

※輪多市とは 「多くのボランティアの輪を志布志市に広めましょう」の意味です。

〆

●活動場所と自宅との

往復途上の事故も補償

●防災 ・災害のボランティア

活動も補償

●ボランティア自身の食中毒や

熱中症も補償

●地震等天災によるケガも補償
(天災タイプ加入の場合)

ボランティア行事に参加中の

ケガや賠償事故を補償 !

ヘルバー ・ケアマネージャー等の活動中の

ケガや賠償事故を補償 !

送迎サービス中の交通事故による

ケガを補償 !掛金Aプラン"300円Bプラン"5mttZイリ瀾!『

お互い実顔に癒されました
介護目の方はいつも実顔ですごいなあ

|ァ
活動中のケガや賠償事故を幅広く

お申し込み、ご照会は、志布志市社会福祉協議会ヘ |IⅢⅢ■ 株式会社福祉保険サービス

〒1000013  東京都千代田区霞ヶ関332新 霞が関ビル17F

TEL:03(3581)4667 FAX:03(3581)4763
hittp//www.fukushihoken.co jp

<引 受幹事会社>日 本興亜損害保険株式会社

|■ⅢⅢI全 国社会福祉協議会
この保険は、全国社会福祉協議会が保険会社 と一括 して契約を行 う団体契約です。
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皆
様
の
善
意
に

感
謝
い
た
し
専
７

次
の
方
々
よ
り
香
典
返
し
の
お

礼
に
か
え
て
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
ご
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し

上
げ
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
頂
き
ま
し
た
ご
寄

附
は
、
志
布
志
市
の
地
域
福
祉
向

上
の
た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
十
八
年
七
月

一
日
か
ら

平
成
十
八
年
八
月
二
十

一
日
ま
で

集
落
名
　
寄
附
者
名
　
物
故
者
名

（敬
称
略
）

川
　
端
　
田
辺
伊
佐
夫

大
野
原
　
大
野
ト
ミ

大
　
続
　
山
下
７

男ヽ

上
　
園
　
山
元
加
代
子

有
　
野
　
柚
山
保
三

上
　
町
　
宮
田
作
造

京
之
峰
　
百
武
輝
彦

故
フ
ミ

故
深
志

故
俊
雄

故

一
敏

故
ア
サ

故
ミ
チ
コ

故
ミ
キ

故

一
彦

故
ケ
イ

故
ハ
ル
カ

故
照
雄

故
十
四
枝

鹿
屋
市
　
入
佐

一
則

一
丁
田
　
久
保
豊
次

池
　
野
　
川
迫
謙
蔵

夏

井

原
ミ
エ
子

下
有
明
　
川
日
明
郎

上
有
明
　
鈴
木
節
子

薩
摩
川
内
市
　
影
Ｚ
九
社
個
一

北
大
原
　
士
口
村
公
平

安
　
良
　
池
田
彰

上
宮
内
　
外
］石
一月
敏
幸

弓
　
里
　
一一覆
る

三ヽ

上
天
神
　
鶴
田
順
子

昭
和
台
　
岩
戸
洋
子

金
　
屋
　
山
口
善
央

上
田
屋
敷
　
盛
田
政
美

丸
　
岡
　
永
士ロア
ツ
子

上
幕
菫
敷
　
中
西
瑞
穂

北
大
原
　
原
田
計
佐
行

向
川
原
　
松
元
佳
紀

上
道
重
　
牧
原
愛
子

若
　
宮
　
小
西
造
時

八
郎
ヶ
野
　
片
野
坂
ヨ
シ
エ

佐
　
野
　
原
口
　
睦

稚
子
松
　
安
竹
　
滋

片
　
野
　
今
別
府
悦
子

改
正
展

故
シ
ヅ

故
サ
カ
エ

故
オ
ワ
リ

故
鶴
雄

故
正
則

故
廣

故
賞

故
新
フ
ジ

故
セ
ツ
子

故
司

故
明

故
静
子

故
利
弘

故
藤
雄

故
ミ
ツ
エ

故
高
儀

故
イ
ト
ヨ

故
末
勝

故
新
西
ハ
ツ
子

故
照
男

故
ユ
ミ
子

故
安
川
ミ
ョ
シ

故
ケ
サ
ギ
ク

故
ミ
ツ

故
藤
吉

故
幸
男

故
義
則

故
イ
ク

故
繁
子

故
正
則

押
切
東
　
竹
甲
ン
ヅ
エ

西
　
下
　
柳
田
　
茂

中
山
ノ
ロ
　
士口野
由
美
子

早
　
馬
　
池
留
善
子

丸
　
岡
　
丸
崎
ツ
ヤ
子

上
宇
都
　
是
枝
フ
ミ

川
　
路
　
崎
山
イ
カ

山
重
校
区
　
榎
園
　
薫

東
中
組
　
一馴
村
幸
雄

片
　
平
　
久
木
井
幸
夫

士
口
　
対
「
　
迫
之
上
タ
カ
子

有
明
校
区
　
丸
山
タ
リ
　
故
ミ
ツ
エ

次
の
事
業
所

。
団
体

・
個
人
の

方
々
よ
り
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。

地
域
福
祉
向
上
の
た
め
に
有
意

義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（敬
称
略
）

。
松
山
や
っ
ち
く
会

夏
祭
リ
バ
ザ
ー
売
上
げ
よ
り

六
二
七
〇
円

物

　

口
ｍ
　

寄

　

附

一
志
布
志
本
所
受
付
分
一

・
志
布
志
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
絡

協
議
会

雑
巾
　
　
多
数

被
災
者

（地
）
の
方
々
の
助
け
に

な
れ
ば
と
義

（救
）
援
金
を
頂
き
ま

し
た
。
鹿
児
島
県
共
同
募
金
会
を

通
じ
て
被
災
地
に
届
け
ら
れ
ま
し

た
。
（敬
称
略
）

●
総
額
六

一
四
三

一
円

集
落
名
　
　
　
寄
附
者
名

・
西
馬
場
三
区
　
本
村
典
生

。
本
　
町
　
　
　
中
原
美
利

。
西
馬
場
三
区
　
丸
山
春
雄
・
律
子

・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
け
ぼ
の
園

・
ピ
ン
ピ
ン
元
気
塾

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
か
よ
し

い

プ

|||1子|||

暑
い
夏
が
始
ま

っ
た
と
、
思
い
な
が

ら
日
々
過
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、
気
付

け
ば
も
う
十
月
が
目
の
前
で
し
た
。

先
日
、
私
が
撮
影
し
た
風
景
や
何
気

な
い
写
真
な
ど
を
眺
め
て
い
た
ら
、　
一

日
が
過
ぎ
る
忙
し
さ
を
掻
き
消
す
よ
う

な

一
枚
を
見
つ
け
ま
し
た
。

普
通
の
田
舎
の
風
景
に
見
え
る
と
思

い
ま
す
が
、
私
に
は
思
い
出
深
い
生
ま

れ
故
郷
の
広
場
な
ん
で
す
。
　
　
・

今
は
、
過
疎
化
が
進
み
私
が
住
ぬ
集

落
も
、
音
み
た
い
に
集
落
の
夏
祭
り
や

十
五
夜
祭
り
な
ど
無
＜
な

っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

仕
方
無
い
現
状
で
す
が
、
こ
の
よ
う

な
自
然
や
そ
の
地
域
の
色
な
ど
を
次
の

世
代

。
そ
の
決
の
世
代
と
残
せ
た
ら
い

い
の
に
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

（新
）

朗読ボランティアによる録音テープ希望者募集
志布志市にお住まいの方で、高齢や視覚障害などにより、文字が読み

にくく不便さを感じておられる方はおられませんか ?

そのような方に、毎月発行される市報しぶしなどを朗読ボランティア
の方々に録音してもらったテープを無料でお届けするサービスを計画し
ております。

このサービスをご希望の方はご連絡ください。

連絡先 志布志市社会福祉協議会 (電話 472…1800)
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